
見学もできるの
で、興味のある
人は気軽に連絡
してください。

消防団員の本音消防団についての
問い合わせ先

舩
附
さ
ん
：
接
客
業
の
た
め
土
日
が
休
み
に
く

い
職
場
で
す
が
、
団
の
皆
さ
ん
が「
行
け
る
時

で
大
丈
夫
」
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
の
で
、

両
立
し
や
す
い
で
す
。

水
呉
さ
ん
：
火
災
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
ず
、

私
は
4
回
経
験
し
ま
し
た
。出
動
の
連
絡
は
す

ぐ
来
ま
す
が
、無
理
に
仕
事
を
抜
け
ず
動
け
る

人
が
対
応
す
る
体
制
で
、仕
事
と
調
整
し
や
す

い
と
感
じ
ま
す
。
日
曜
日
の
訓
練
は
、
妻
が
娘

を
見
て
く
れ
ま
す
。家
を
空
け
る
私
を
快
く
送

り
出
し
て
く
れ
る
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

久
保
さ
ん
：
私
も
そ
う
で
し
た
。
家
族
の
理
解

と
協
力
は
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
ね
。

水
呉
さ
ん
：
地
域
の
人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
ね
。
訓
練
で
は
、
仲
間
と
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
め
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
食
事
に
行

く
ほ
ど
仲
が
良
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
目
標
は
、
火
災

現
場
へ
私
が
一
番
最

初
に
到
着
し
て
も
、

迷
わ
ず
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
す
。

舩
附
さ
ん
：
消
防
団
員

と
し
て
の
基
礎
を
身

に
付
け
、困
っ
て
い
る

人
が
私
の
制
服
姿
を

見
た
だ
け
で「
安
心
で

き
る
存
在
」に
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。女
性
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
仕
事
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
！
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
一

緒
に
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

久
保
さ
ん
：
市
民
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

は
人
数
が
力
に
な
り

ま
す
。若
者
の
パ
ワ
ー

は
団
を
活
気
付
け
、市

民
の
安
心
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。「
や
っ
て

み
た
い
、地
域
に
貢
献

し
た
い
」と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
方
、一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。

舩
附
さ
ん
：
大
き
な
出
動
は
ま
だ
な
い
で
す
が
、

島
で
「
若
い
女
性
が
入
っ
た
」
と
う
わ
さ
に
な

り
、地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肌

で
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
期
待
に
応
え
て
力
に

な
り
た
い
と
い
う
の
が
、今
の
私
の
原
動
力
で

す
。
ま
た
、
家
族
な
ど
大
切
な
人
が
体
調
不
良

の
時
、い
ざ
と
い
う
行
動
に
役
立
つ
救
急
救
命

の
知
識
が
身
に
付
く
の
も
心
強
い
で
す
。

や
り
が
い
は
？

消防本部警防課
(■■TEL 0848-64-5924)

実は、、、

　10月24日（土）開催の「第50回三原消防
まつり」には消防団も参加します。団の活
動を見に来てください。（18ページ参照）

警防課 児玉副士長

▲市■■HP

消防まつり

活動は月1～2回
週末の午前中の活動が多く、月1回機械器具や

車両の点検を班交代制で行います。消火・救命
・規律などの訓練活動も月1回程度。火災発生時
は、仕事の調整ができる人が対応します。

消防団員としてのやりがい
日頃の消防訓練や救命活動について、住民の

皆さんから「ありがとう」と言ってもらえるこ
と。世代や職業に関係なく幅広い地域でつなが
りをつくることができます。

家庭との両立
休日の活動や出動の際、家事などは家族に任

せることもあり、家族の理解と協力が必要です。
家族や身近な人をいざというときに守ることが
できる知識や経験が身に付きます。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ

仕
事
や
家
庭
と
の

調
整
は
？

4● 広報みはら／令和8年10月号 ●

This month’s

N o t i c e
B o a r d

お 知 ら せお 知 ら せ 掲 示 板掲 示 板
市からのお知らせや、新たな取り組みなどについて掲載します。

骨育レシピ
コンテスト
市民投票を開催

　中学生･高校生が考えた「骨の健康に良い主
菜のレシピ」の市民投票を行います。皆さんの
投票で最優秀賞を決定します！
【投票場所】
●市役所本庁1階ロビー：15日(木)まで　
●保健福祉センター(本郷･久井･大和)：30日
(金)まで
●中央公民館(三原市民保健･福祉まつり)：31
日(土)
●中央図書館、児童館「ラフラフ」、インターネ
ット：31日(土)まで　
※投票は1人1回のみ。

■■問　保健福祉課
(■■TEL 0848-67-6053)

➡投票➡市■■HP 

申請不要の人 申請が必要な人

支給対象者 ❶�令和8年7月分(7月に出生した児童は8月分)の児童
手当を受給している人

❷�令和8年8月1日～令和9年3月31日に出生した児童の
児童手当の申請を行なった人
❸公務員の人
　※所属庁からの児童手当受給状況の証明が必要です。

支給予定日 10月15日(木) 原則、申請月の翌月末

令和8年度三原市子育て世帯生活応援特別給付金
(市独自分)を支給します(児童1人につき5千円)

➡市■■HP ➡申込フォーム

■■申　■■問　申込フォームから、または子育て支援課(■■TEL 0848-67-6045)、各支所の地域振興課へ

子どもの発達と育ちに関する相談窓口
｢子育て発達相談窓口｣を開設しました

■■時　火･金曜日各15時～17時
■■所　こども発達支援センターのぞみ(西野三丁目)
■■内　発達に関する不安や学校生活での困りごと、療育支援利用などの相談
■■対　市内在住、または転入予定の18歳未満の児童
※障害者手帳の有無は問いません。
■■定　1人/日
■■申　5営業日前までに障害者福祉課(■■TEL 0848-67-6060■■FAX 0848-64-2130)へ

世界骨粗鬆
しょう
症デーに学ぶ

「骨活で私と家族の
人生アップデート」

■■時　22日(木)13時30分～15時30分　■■所　三原赤十字病院 研修棟2階
■■内　三原赤十字病院「チームTOMONI」による骨粗しょう症の研修会

■■問　三原赤十字病院
(■■TEL 0848-64-8111)

三原赤十字病院■■HP ➡

講演
■■時　13時30分から
【演題】「あなたの骨は何歳ですか？」
【講師】産婦人科主任部長 牧野 郁子
さん

骨密度測定体験
■■時　15時から
■■内　QUS(定量的超音波測定)に
よる測定　
【講師】診療放射線技師 藤井 
麻由美さん運動体験

■■時　14時30分から
■■内　「運動で始める骨活」　
【講師】理学療法士 勝手 慎也さん

お気軽に
ご相談ください♪

➡予約
フォーム

みはら骨育
プロジェクト
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道路･河川･公園の異常通報を受け付け
「みはらインフラ見守りセンター」を開設します

10月は浄化槽月間
浄化槽法定検査を必ず受けましょう

■■問生活環境課
(■■TEL 0848-67-6168)

■■問こども安心課
(■■TEL 0848-67-6061)

　トイレの排水や生活雑排水をきれいにする浄化槽は、正しく使用しないと悪臭の発生や環境の汚染につながります。浄化槽の
機能を適正に保つため、浄化槽を管理(設置)している人は、浄化槽法により次のことが義務付けられています。

保守点検、清掃、法定検査は「浄化槽法」で定められた
管理者の義務で、違反した場合には罰則規定があります。

※保守点検と清掃を毎年法律で定められた回数以上行い、記録を3年間保
存してください。回数は、設置している浄化槽により異なります。

　浄化槽を設置･廃止する場合や管理者を変更
するときは、生活環境課(市役所本庁3階)に届け
出てください。

●浄化槽の設置 ･廃止などの手続き
❶保守点検　❷清掃　❸法定検査

➡市■■HP

　指定地域内の汲み
取り便槽や単独処理浄
化槽を小型合併浄化
槽に転換する場合に、
人槽に応じて設置費の
一部を補助します。詳

●小型浄化槽設置補助について

　大和地域には、市が浄化槽を設置する制度が
あります。詳しくは下水道整備課(■■TEL 0848-67-
6049)に問い合わせてください。

人槽 補助限度額

5人槽 332,000円

7人槽 414,000円

10人槽 548,000円

しくは生活環境課に問い合わせてください。

　県内で初めて道路･河川･公
園の維持管理や補修の業務を、
民間事業者にまとめて委託し
ます。
　「みはらインフラ見守りセン
ター」が、市民の皆さんからの通
報を直接受け付けることで、迅
速な対応が可能となり、安全･安
心に暮らせるまちづくりを進め
ていきます。

県内初！

みはらインフラ見守りセンター受付専用ダイヤル
(三原建設業協同組合･日本工営共同企業体)

■■TEL 0848-62-7454

●道路に穴が空いている
●動物の死骸がある

　カーブミラーや道路標識、道路照明に貼
り付けてある管理ラベルから道路や河川
の異常を通報できます。市■■HPや市公式
LINEからもアクセスできます。※ラベル
は令和8年度中に順次貼り付けます。

●�流木やごみで流れが止ま
っている

●遊具が壊れて遊べない

「道路･河川の異常通報システム」は
引き続き利用できます

➡操作マニュアル

道路･河川･公園の
異常通報システム

➡

【接種期限】令和9年1月31日(日)までに各1回
■■対 接種する意思が確認できる、次のいずれかに該当する市民
❶接種日に65歳以上の人
❷ 接種日に60歳以上65歳未満で、心臓･腎臓･呼吸器の機能またはヒト免疫

不全ウイルスにより免疫の機能に重い障害がある人(おおむね身体障害者
手帳1級相当)

【接種期限】令和9年1月31日(日)まで
■■対 次の❶❷の両方に該当する6カ月児
～中学3年生
❶市に住民登録している
❷生活保護世帯または市民税非課税世
帯の世帯員

■■申 各予防接種実施医療機関へ
※集団接種の実施はありません。
■■￥ インフルエンザ　1,500円　新型コロナウイルス感染症　4,600円
※生活保護世帯または市民税非課税世帯の人は無料です。
※接種後に料金の払い戻しはできません。
※介護保険料納付通知書を紛失した人、市外の医療機関で接種する人は事前に保
健福祉課(市役所本庁1階)、各保健福祉センターで手続きが必要です。
※各保健福祉センターへ来所するときは事前に電話連絡してください。

ワクチンの詳細や
副反応、健康被害に
ついて、確認のうえ
接種を検討してく
ださい。

■■問 保健福祉課
(■■TEL 0848-67-6205)
本郷保健福祉センター
(■■TEL 0848-86-3609)

市■■HP ➡

＼高齢者対象／インフルエンザ･新型コロナウイルス
感染症予防の定期接種が始まります

小児インフルエンザ予防接種の費用を助成します

　市内実施医療機関一覧➡市■■HP

➡市■■HP

スマートフォン
から

手続きできます

申込フォーム ➡

製造販売業者による供給が困難となった
ため、令和8年度の定期接種で同ワクチン
の使用は見送りとなりました。従って、定
期接種は従来のインフルエンザワクチン
のみを使用します。

「高用量インフルエンザワクチン」の
定期接種見送りについて

【接種方法】市が交付する接種券と母子健
康手帳を持参し市内の対象医療機関へ
【接種券の交付申請】電子申請、または
こども安心課(市役所本庁2階)、本郷･久
井･大和保健福祉センターの各窓口へ
※申請には、申請者の本人確認ができるも
のが必要です。

❶
保守点検

良好な状態を維持するため、定期的に保守点検をする必
要があります。県の登録を受けた業者に依頼しましょう。

❷
清掃

浄化槽は、年1回以上(全ばっ気型は、半年に1回以上)の
清掃が必要です。管理者(設置者)は、市の許可を受けた
清掃業者に依頼しましょう。

❸
法定検査

浄化槽は、年1回の受検が必要です。浄化槽が正常に機能
し、汚水が十分浄化されているかを確認するものです。

【助成額】全額
※接種券を持参せずに接種した場合は、全
額自己負担です。接種後の払い戻しはでき
ません。

➡市■■HP

通報先

本郷･久井･大和地域は含まれないため、引き続き各支所へ通報してください。

試行導入のため令和11年3月31日まで
対象エリア：三原地域

本郷支所(■■TEL 0848-86-1111)　久井支所(■■TEL 0847-32-7113)
大和支所(■■TEL 0847-33-0229)

市役所や
支所で受付

民間事業者へ
対応依頼市民が通報これから

これまで

迅速な対応につながる！

通報から対応までの流れ

こんな時に
通報して
ください！

■■時 月～金曜日8時30分～17時15分
※夜間(17時15分～8時30分)、土･日曜日、祝日、年末年始(12月29日～1月3日)の通報は、
三原市役所(■■TEL 0848-64-2111)へ。

久井保健福祉センター
(■■TEL 0847-32-8551)
大和保健福祉センター
(■■TEL 0847-34-0960)

公園河川道路

スマートフォ
ンで

通報

■■問土木管理課
(■■TEL 0848-67-6092
■■FAX 0848-64-6057)

■■問こども安心課
(■■TEL 0848-67-6061)
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道路･河川･公園の異常通報を受け付け
「みはらインフラ見守りセンター」を開設します

10月は浄化槽月間
浄化槽法定検査を必ず受けましょう

■■問生活環境課
(■■TEL 0848-67-6168)

■■問こども安心課
(■■TEL 0848-67-6061)

　トイレの排水や生活雑排水をきれいにする浄化槽は、正しく使用しないと悪臭の発生や環境の汚染につながります。浄化槽の
機能を適正に保つため、浄化槽を管理(設置)している人は、浄化槽法により次のことが義務付けられています。

保守点検、清掃、法定検査は「浄化槽法」で定められた
管理者の義務で、違反した場合には罰則規定があります。

※保守点検と清掃を毎年法律で定められた回数以上行い、記録を3年間保
存してください。回数は、設置している浄化槽により異なります。

　浄化槽を設置･廃止する場合や管理者を変更
するときは、生活環境課(市役所本庁3階)に届け
出てください。

●浄化槽の設置 ･廃止などの手続き
❶保守点検　❷清掃　❸法定検査

➡市■■HP

　指定地域内の汲み
取り便槽や単独処理浄
化槽を小型合併浄化
槽に転換する場合に、
人槽に応じて設置費の
一部を補助します。詳

●小型浄化槽設置補助について

　大和地域には、市が浄化槽を設置する制度が
あります。詳しくは下水道整備課(■■TEL 0848-67-
6049)に問い合わせてください。

人槽 補助限度額

5人槽 332,000円

7人槽 414,000円

10人槽 548,000円

しくは生活環境課に問い合わせてください。

　県内で初めて道路･河川･公
園の維持管理や補修の業務を、
民間事業者にまとめて委託し
ます。
　「みはらインフラ見守りセン
ター」が、市民の皆さんからの通
報を直接受け付けることで、迅
速な対応が可能となり、安全･安
心に暮らせるまちづくりを進め
ていきます。

県内初！

みはらインフラ見守りセンター受付専用ダイヤル
(三原建設業協同組合･日本工営共同企業体)

■■TEL 0848-62-7454

●道路に穴が空いている
●動物の死骸がある

　カーブミラーや道路標識、道路照明に貼
り付けてある管理ラベルから道路や河川
の異常を通報できます。市■■HPや市公式
LINEからもアクセスできます。※ラベル
は令和8年度中に順次貼り付けます。

●�流木やごみで流れが止ま
っている

●遊具が壊れて遊べない

「道路･河川の異常通報システム」は
引き続き利用できます

➡操作マニュアル

道路･河川･公園の
異常通報システム

➡

【接種期限】令和9年1月31日(日)までに各1回
■■対 接種する意思が確認できる、次のいずれかに該当する市民
❶接種日に65歳以上の人
❷ 接種日に60歳以上65歳未満で、心臓･腎臓･呼吸器の機能またはヒト免疫

不全ウイルスにより免疫の機能に重い障害がある人(おおむね身体障害者
手帳1級相当)

【接種期限】令和9年1月31日(日)まで
■■対 次の❶❷の両方に該当する6カ月児
～中学3年生
❶市に住民登録している
❷生活保護世帯または市民税非課税世
帯の世帯員

■■申 各予防接種実施医療機関へ
※集団接種の実施はありません。
■■￥ インフルエンザ　1,500円　新型コロナウイルス感染症　4,600円
※生活保護世帯または市民税非課税世帯の人は無料です。
※接種後に料金の払い戻しはできません。
※介護保険料納付通知書を紛失した人、市外の医療機関で接種する人は事前に保
健福祉課(市役所本庁1階)、各保健福祉センターで手続きが必要です。
※各保健福祉センターへ来所するときは事前に電話連絡してください。

ワクチンの詳細や
副反応、健康被害に
ついて、確認のうえ
接種を検討してく
ださい。

■■問 保健福祉課
(■■TEL 0848-67-6205)
本郷保健福祉センター
(■■TEL 0848-86-3609)

市■■HP ➡

＼高齢者対象／インフルエンザ･新型コロナウイルス
感染症予防の定期接種が始まります

小児インフルエンザ予防接種の費用を助成します

　市内実施医療機関一覧➡市■■HP

➡市■■HP

スマートフォン
から

手続きできます

申込フォーム ➡

製造販売業者による供給が困難となった
ため、令和8年度の定期接種で同ワクチン
の使用は見送りとなりました。従って、定
期接種は従来のインフルエンザワクチン
のみを使用します。

「高用量インフルエンザワクチン」の
定期接種見送りについて

【接種方法】市が交付する接種券と母子健
康手帳を持参し市内の対象医療機関へ
【接種券の交付申請】電子申請、または
こども安心課(市役所本庁2階)、本郷･久
井･大和保健福祉センターの各窓口へ
※申請には、申請者の本人確認ができるも
のが必要です。

❶
保守点検

良好な状態を維持するため、定期的に保守点検をする必
要があります。県の登録を受けた業者に依頼しましょう。

❷
清掃

浄化槽は、年1回以上(全ばっ気型は、半年に1回以上)の
清掃が必要です。管理者(設置者)は、市の許可を受けた
清掃業者に依頼しましょう。

❸
法定検査

浄化槽は、年1回の受検が必要です。浄化槽が正常に機能
し、汚水が十分浄化されているかを確認するものです。

【助成額】全額
※接種券を持参せずに接種した場合は、全
額自己負担です。接種後の払い戻しはでき
ません。

➡市■■HP

通報先

本郷･久井･大和地域は含まれないため、引き続き各支所へ通報してください。

試行導入のため令和11年3月31日まで
対象エリア：三原地域

本郷支所(■■TEL 0848-86-1111)　久井支所(■■TEL 0847-32-7113)
大和支所(■■TEL 0847-33-0229)

市役所や
支所で受付

民間事業者へ
対応依頼市民が通報これから

これまで

迅速な対応につながる！

通報から対応までの流れ

こんな時に
通報して
ください！

■■時 月～金曜日8時30分～17時15分
※夜間(17時15分～8時30分)、土･日曜日、祝日、年末年始(12月29日～1月3日)の通報は、
三原市役所(■■TEL 0848-64-2111)へ。

久井保健福祉センター
(■■TEL 0847-32-8551)
大和保健福祉センター
(■■TEL 0847-34-0960)

公園河川道路

スマートフォ
ンで

通報

■■問土木管理課
(■■TEL 0848-67-6092
■■FAX 0848-64-6057)

■■問こども安心課
(■■TEL 0848-67-6061)
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